
２０２３年度「もくせいサテライト教室」（５月）を開催しました。     

 

 

２０２３年５月３０日（火）、明石市立少年自然の家において、「もくせいサテライト教室」

を開催しました。あいにくの雨模様でしたが、小学生９名、中学生４名、保護者が８名の計

２１名の参加がありました。また、参加児童生徒が通う学校の先生が４名、活動の様子を見

に来てくださいました。 

 

今回のプログラムは「柿渋を使った工作体験」でした。柿の木プロジェクトのスタッフの

方が６名参加してくださりました。 

まず、小さな竹籠に半紙を小さく破り、貼っていきました。普段はあまり使ったことがな

い洗濯のりを、はけや手で半紙につけ、丁寧に竹籠に貼り合わせていきました。また、最後

の仕上げとして絵や字を和紙にかくことも同時に行いました。スタッフにアドバイスをも

らいながら、器用に貼り合わせていました。半紙を全体に貼って乾かし、2 回目も同じよう

に半紙を貼って乾かした後、絵や字をかいた和紙を最後に貼り、乾かした所で午前の時間が

終了しました。とても集中して取り組んでおり、お弁当を食べる時にはとても嬉しそうな笑

顔が見られました。 

 

お弁当は実習室で食べ、参加者同士で話をするなど楽しく過ごしている姿も見られまし

た。また、希望者でドッジビーを体育館で行いました。ドッジビーを通して、他の学校の児

童生徒と交流をすることができ、打ち解けたようでした。 

 

午後からは仕上げとして柿渋を貼り合わせた作品に塗りました。乾かしてから重ねて何

度も塗ることで作品として味が出るそうなのですが、時間の都合上１回塗った所で活動時

間終了となりました。自宅でも作業を続けられるように柿渋を持ち帰りました。伝統的な文

化に触れ、貴重な体験ができたと感想を書いていました。 

 

次回は、７月５日（水）に同じく明石市立少年自然の家で、「調理体験」を計画していま

す。 “学校に行きたいけれど行けない”“家にとじこもりがちで外に出る機会があまりな

い”“校内支援教室や別室登校している”という子どもたちとその保護者で参加を希望される

方は、小中学校に配布している所定の用紙、または明石市教育委員会ＨＰの「不登校対策：

もくせいサテライト教室」からダウンロードした用紙に必要事項を記入し、家庭または学校

からＦＡＸでお申し込みください。参加費は無料（現地までの交通費は自己負担）で、定員

は先着順で２０名程度です。              

【教育委員会事務局 児童生徒支援課】 


